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当
た
っ
て
は
、
今
年
度
か
ら
、
里
親

確
保
の
活
動
や
里
親
希
望
者
へ
の
対

応
、
研
修
や
訪
問
支
援
を
一
貫
し
て

効
果
的
に
実
施
す
る
包
括
的
な
里
親

支
援
体
制
を
整
え
た
。

ま
た
、
専
門
的
な
支
援
が
可
能
で

あ
り
、
ケ
ア
ニ
ー
ズ
の
高
い
児
童
の

受
け
入
れ
や
里
親
支
援
を
行
う
児
童

養
護
施
設
に
つ
い
て
は
、
増
設
や
家

庭
的
な
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
７
月
に
は
定

員
30
名
の
児
童
養
護
施
設
が
新
規
に

開
所
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
も
、
社
会
的
養
護
の
取
り
組

み
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

外
来
水
生

植
物
対
策

問

ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
拡

大
防
止
に
向
け
、
県
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
規

模
の
大
き
い
群
落
が
存
在
す
る
湖
沼

や
河
川
を
中
心
に
駆
除
に
取
り
組
み

拡
大
防
止
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
取
水
・
排
水
を
通
じ
た
水

路
と
農
地
の
間
で
の
移
動
・
拡
散
な

ど
に
よ
る
農
業
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
湖
沼
や
河
川

に
お
け
る
駆
除
の
取
り
組
み
は
も
と

よ
り
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
市
町

村
や
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
農
業

用
の
水
路
等
で
の
駆
除
に
要
す
る
経

費
に
助
成
す
る
と
と
も
に
、
水
田
に

お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
給
水

栓
で
の
流
入
対
策
や
農
薬
散
布
に
よ

る
駆
除
方
法
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

今
後
も
、
庁
内
連
絡
会
議
で
の
情

鉄
道
問
題

問

Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
久
留
里
・
上
総

亀
山
間
に
係
る
検
討
会
議
に
つ
い
て
、

今
後
、
県
は
ど
の
よ
う
に
議
論
を
進

め
て
い
く
の
か
。

答

県
で
は
、
Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
久
留

里
・
上
総
亀
山
間
沿
線
地
域
交
通
検

討
会
議
や
市
主
催
の
住
民
説
明
会
に

お
い
て
、
地
元
の
人
々
か
ら
率
直
な

気
持
ち
や
意
見
な
ど
を
直
接
聞
い
て

き
た
。

住
民
説
明
会
で
は
、
久
留
里
線

の
存
続
を
求
め
る
声
が
多
か
っ
た
他
、

鉄
道
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
観
光

面
で
の
影
響
、
現
行
の
運
行
本
数
や

乗
り
継
ぎ
に
対
す
る
不
満
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
。

県
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
地
元
の

人
々
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地

域
の
活
性
化
や
沿
線
住
民
の
利
便
性

の
向
上
に
つ
な
が
る
地
域
公
共
交
通

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
交
通
の
専
門

家
も
含
め
て
構
成
す
る
検
討
会
議
の

場
に
お
い
て
、
引
き
続
き
し
っ
か
り

と
議
論
を
進
め
て
い
く
。

社

会

的

養
護
の
推
進

問

社
会
的
養
護
の
推
進
に
つ
い
て
、

県
で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

答

県
で
は
、
千
葉
県
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
る
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、

一
時
保
護
か
ら
の
家
庭
復
帰
が
困
難

な
子
ど
も
の
養
育
な
ど
の
た
め
、
里

親
委
託
の
推
進
や
児
童
養
護
施
設
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
う
ち
、
里
親
委
託
の
推
進
に

報
共
有
や
市
町
村
・
関
係
団
体
等

と
の
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

湖
沼
や
河
川
、
農
業
水
路
な
ど
に
お

い
て
繁
茂
の
場
所
や
規
模
に
応
じ
た

防
除
対
策
を
行
う
な
ど
、
全
庁
を
挙

げ
て
繁
茂
の
拡
大
防
止
と
被
害
の
未

然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

飲
酒
運
転

の

根

絶

問

飲
酒
運
転
根
絶
条
例
の
改
正
を

受
け
、
県
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

答

条
例
の
改
正
に
よ
り
、
飲
酒
運

転
に
よ
り
検
挙
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、

そ
の
酒
類
を
提
供
し
た
飲
食
店
や
勤

務
先
へ
通
知
を
行
う
と
と
も
に
、
通

知
を
受
け
た
飲
食
店
等
に
は
飲
酒

運
転
防
止
措
置
の
実
施
義
務
が
課
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

飲
食
店
等
と
連
携
し
、
飲
酒
運
転

の
根
絶
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。

そ
の
た
め
、
条
例
の
改
正
内
容

に
つ
い
て
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
や
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
り
広
く
周
知
徹

底
し
、
県
民
の
意
識
の
醸
成
を
図
る

と
と
も
に
、
飲
酒
運
転
根
絶
宣
言
制

度
の
普
及
な
ど
に
よ
り
飲
食
店
や
事

業
所
の
主
体
的
な
取
り
組
み
の
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
県
や
市
町
村
、
関
係
団

体
の
代
表
者
等
に
よ
る
連
絡
協
議
会

に
お
い
て
、
飲
酒
運
転
根
絶
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
、
県
民
総
ぐ
る
み

で
「
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

農
林
水
産
業

問

県
産
農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大

に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
東
南
ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
他
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
た

商
談
会
や
輸
出
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

見
本
市
へ
の
出
展
支
援
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
て
お
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

植
木
、
水
産
な
ど
の
事
業
者
が
主
体

的
に
輸
出
に
取
り
組
む
事
例
が
生
ま

れ
て
い
る
。

一
方
で
、
煩
雑
な
貿
易
関
係
手
続

き
に
加
え
、
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
が
求

め
る
必
要
な
数
量
や
規
格
サ
イ
ズ
へ

の
対
応
、
輸
送
面
で
の
温
度
管
理
等

の
他
、
輸
出
先
の
流
通
の
仕
組
み
に

関
す
る
知
識
不
足
な
ど
の
課
題
も
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

今
後
は
、
新
た
な
輸
出
先
や
品
目

の
開
拓
等
に
向
け
た
市
場
調
査
を

行
っ
た
上
で
、
生
産
か
ら
流
通
・
販

売
に
至
る
ま
で
の
各
段
階
に
お
け
る

取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

輸
出
の
拠
点
機
能
を
備
え
た
成
田
市

場
や
県
内
の
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、

県
産
農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

教
育
問
題

問

入
学
者
選
抜
に
お
け
る
採
点
誤

り
に
つ
い
て
、
改
善
検
討
会
議
の
提

言
を
受
け
、
再
発
防
止
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答

採
点
誤
り
は
、
受
検
者
の
進
路

や
人
生
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ

り
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。
今
回
の
誤
り
に
つ
い
て
、

受
検
者
、
保
護
者
は
じ
め
、
関
係
者

に
あ
ら
た
め
て
お
詫
び
す
る
。
県
教

育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
誤
り

を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
改
善

検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
専
門
的
知

見
か
ら
意
見
を
も
ら
っ
た
。

同
会
議
か
ら
は
、
誤
り
の
原
因
と

し
て
、
採
点
者
の
集
中
力
の
低
下
や

慣
れ
に
加
え
、
複
雑
な
配
点
に
よ
る

採
点
の
し
に
く
さ
等
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
誤
り
の
多
く
が
人
為
的
な
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
為
的
ミ
ス

が
生
じ
に
く
い
マ
ー
ク
シ
ー
ト
や
デ

ジ
タ
ル
採
点
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ

き
と
の
提
言
が
あ
っ
た
。

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の

提
言
を
踏
ま
え
、
採
点
の
正
確
性
の

確
保
や
、
採
点
者
が
集
中
で
き
る
環

境
づ
く
り
な
ど
、
具
体
的
な
改
善
策

を
速
や
か
に
検
討
し
、
全
て
の
高
等

学
校
と
一
丸
と
な
っ
て
再
発
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問

千
葉
県
不
登
校
児
童
生
徒
の
教

育
機
会
の
確
保
を
支
援
す
る
条
例
の

施
行
を
踏
ま
え
、
県
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答

不
登
校
児
童
生
徒
の
教
育
機
会

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
学
校
復
帰

の
み
を
目
標
と
は
し
な
い
な
ど
、
本

条
例
の
理
念
に
つ
い
て
、
支
援
に
携

わ
る
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
広
く
県

民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
関

係
者
相
互
の
密
接
な
連
携
の
下
、
一

人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
で
の
効
果
的
な

取
り
組
み
事
例
を
学
校
に
周
知
す
る

と
と
も
に
、
特
別
な
教
育
課
程
の
編

成
が
可
能
な
不
登
校
特
例
校
の
先
進

事
例
を
視
察
し
、
県
内
で
設
置
を
検

討
し
て
い
る
自
治
体
に
助
言
す
る
な

ど
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
教

育
機
会
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
基
本
方
針
の

策
定
に
向
け
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や

保
護
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成

す
る
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
年
度

内
に
原
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ

り
、
今
後
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
し
、
不
登
校
児
童
生

徒
へ
の
支
援
を
よ
り
一
層
推
進
し
て

い
く
。

カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

問

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
進

め
る
た
め
、
本
県
で
も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
の

発
行
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

答

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
て
、
近
年
、
民
間
企
業
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ

分
野
へ
の
関
心
や
投
資
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
も
、
環
境
施
策
等
の
財
源
と

す
る
地
方
債
で
あ
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
」

を
発
行
す
る
こ
と
で
、
よ
り
低
い
金

利
で
資
金
を
調
達
で
き
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
本
県
で
は
、
今
年
度
中

に
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
」
を
発
行
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
現
在
、
発
行
時
期
・

規
模
の
検
討
や
対
象
事
業
の
選
定
な

ど
、
具
体
的
な
事
務
作
業
を
進
め
て

い
る
。

ま
た
、
共
同
発
行
市
場
公
募
地

方
債
に
お
い
て
も
、
今
年
度
後
半
に

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
」
の
一
つ
で
あ
る
「
グ

リ
ー
ン
ボ
ン
ド
」
を
発
行
す
る
予
定

で
あ
り
、
本
県
も
参
加
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

教
員
の
未
配
置

問

教
員
の
未
配
置
解
消
の
た
め
、

教
員
の
魅
力
の
発
信
と
働
き
方
改
革

を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

教
員
の
未
配
置
解
消
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
優
秀
な
教
員
の
確
保

の
た
め
に
、
教
職
の
魅
力
を
効
果
的

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
学
校
現
場

の
働
き
方
改
革
に
よ
る
多
忙
化
の
解

消
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

そ
の
た
め
今
年
度
は
、
民
間
企
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
教
員
の
や

り
が
い
や
楽
し
さ
を
具
体
的
に
紹
介

す
る
動
画
を
配
信
す
る
と
と
も
に
、

就
職
・
転
職
希
望
者
向
け
の
サ
イ
ト

や
企
業
等
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
活

用
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
の
推
進
に

向
け
て
、
小
中
学
校
に
協
力
し
て
も

ら
い
長
時
間
勤
務
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
業
務
や
教
員
の
意
識
に
つ
い
て
、

民
間
の
調
査
員
の
視
点
で
把
握
、
分

析
し
、
業
務
の
見
直
し
や
効
率
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
教
員
が
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
実

態
調
査
の
結
果
と
、
結
果
を
受
け
て

の
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答

県
が
昨
年
度
実
施
し
た
実
態
調

査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
お

世
話
を
し
て
い
る
人
が
「
い
る
」
と

回
答
し
た
子
ど
も
の
う
ち
、
誰
か
に

相
談
し
た
経
験
が
あ
る
子
ど
も
は
、

小
学
６
年
生
で
８
．
２
％
、
中
学
２

年
生
で
６
．
８
％
、
高
校
２
年
生
で

９
．
１
％
に
と
ど
ま
り
、
子
ど
も
か

ら
の
自
発
的
な
相
談
が
少
な
い
現
状

が
判
明
し
た
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
適
切

な
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
本

人
は
も
と
よ
り
、
学
校
な
ど
日
常
的

に
子
ど
も
が
関
わ
る
場
に
お
い
て
気

付
い
た
周
囲
の
大
人
等
が
、
す
ぐ
に

相
談
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
。

そ
の
た
め
県
で
は
、
本
年
５
月
に
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

相
談
を
開
始
し
、
支
援
の
パ
イ
プ
役

と
な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
相
談

に
応
じ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
教
育
、

福
祉
、
介
護
、
医
療
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
本
人
や
家
族
の
事
情
に

寄
り
添
っ
た
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

代
表
質
問
か
ら


